
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１２月１日発行 第９号 

編集・発行 松本市図書館 

〒390-0861  

松本市蟻ケ崎 2-4-40 

電話／0263(32)0099 

蔵書点検

とは？ 

寒くなってきましたね。１年もあっという間で、今年も残すところあと一ヵ月となりました。そんな 12月のイ

ベントといえばやはりクリスマス‼ということで、松本市図書館では下記日程でクリスマス会を予定しておりま

す。クリスマス会は定例おはなし会の特別版です。おはなし会やパネルシアターだけでなく、各館独自のイベン

トもあるのでお楽しみに。参加無料・お申込み不要ですので、お気軽にご参加ください。 

本年も多くの皆様のご利用ありがとうございました。来年も松本市図書館をどうぞよろしくお願いいたします。 

各館のクリスマス会スケジュール 

※開始時刻、内容は予定です。詳細は各館にお問い合わせください。 

新年もやります！本の福袋‼ 
前回好評であった、図書資料を詰めた本の 

福袋を、今回も各館で開催する予定です。 

1月 4日（土）～ 無くなり次第終了 

※図書資料は貸出となります。本をもらえるわけではありません。 

お問い合わせ 中央図書館 ☎32－0099 

年末年始における休館日のお知らせ 

上記期間中、松本市図書館（分館含む）は年末年始による

休館となります。信大病院図書館のみ 28日(土)～5日(日)

まで休館となります。ご了承ください。 

29 30 31 1 2 3

日 月 火 水 木 金

2013年　12月 2014年　1月

  

 

 

 

子どもの頃、私の図書館は文庫ばかりが並ぶ母の本棚でした。別の棚には、数冊の絵本と児童文学、図鑑が並んでいました。幼い頃、本

の楽しみを教えてくれたのは母でした。 

時を経て、母となり〜ある時、図書館の児童書コーナーで、娘と甥っ子相手に絵本を読んでいると…数人の子どもが周りに集まってきたこと

がありました。「いつか子どもたちに本を読んであげる人になれたらな」そんな想いを抱いたことを鮮明に思い出します。 

季節は過ぎ、空港図書館が開館した平成 14 年から、縁あって、おはなしの会「すがのっくる」の仲間と同館のおはなし会のお手伝いをして

12 年。近年は、他館の読み聞かせ講座などにもお招きいただくようになりました。また、平成 20 年には「松本地域子ども文庫・おはなしの会

連絡会」が再編。現在は、参加 14団体が図書館と協力し、おはなし祭りや読書普及講座などの事業を行っています。 

図書館が、読み聞かせ・おはなしに関わる仲間、そして、本とたくさんの子どもたちを繋いでくれています。感謝！ 

 

〔松本市図書館協議会委員の皆さんによるコラムです。〕 

 

図書館協議会委員 

豊嶋 さおり 
「私の本棚」 

場　所 ☎ 日にち 時　間 クリスマス特別イベント!!

中央図書館　3F視聴覚室 32-0099 1日(日) 午前10：30～ ハンドベル、サンタさんからのプレゼントなど

南部図書館　3F大会議室 26-1083 15日(日) 午前10：30～ 『松本音楽団』によるﾐﾆｺﾝｻｰﾄ、プレゼントなど

あがたの森文化会館講堂 32-1761 15日(日) 午後2：00～ 松本短期大学生とのコラボ、スペシャルゲスト??、プレゼントなど

寿台図書館　大会議室 58-7167 7日(土) 午前11：00～ 山形村人形劇ｻｰｸﾙ『てぶくろ』による人形劇、ハンドベル、プレゼントなど

本郷図書館　2F大会議室 46-1262 14日(土) 午前10：30～ おはなしの会『本郷おはなしｻｰｸﾙ』、スペシャルゲスト??など

中山文庫　　会議室 58-5666 7日(土) 午前11：00～ おはなしの会『中山文庫おはなしの会』、プレゼントなど

空港図書館　会議室 86-8460 21日(土) 午後1：30～ おはなしの会『すがのっくる』『よもよもくらぶ』、プレゼントなど

梓川図書館　2F会議室 76-2070 21日(土) 午前10：30～ おはなし会『りんごの会』、『劇団やまんば』による人形劇、プレゼントなど

波田図書館　2F会議室 92-7503 7日(土) 午前10：30～ プレゼントなど



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館には、調べ物のお手伝いをするサービスがあります。 

本についての問い合わせ以外にも、身近な疑問についてもお調

べしていますので、お気軽にご利用ください。 

『日本のステンドグラス明治・大正・昭和の名品』増田 彰久／写真 白揚社 
【７５１ニ 所蔵館：中央】 

 明治期から昭和初期にかけて、建物に彩りを添えた名品を紹介しています。 

モダンかつ独創的な美しさで、鮮やかな色彩が目に飛び込んできます。 

欧米とは違った日本のステンドグラスの数々をおたのしみください。 

『声に出して読みたい志士の言葉』 齋藤 孝／著 草思社 
【２８１サ 所蔵館：中山・島内・梓川】 

「読書最も能く人を移す。畏るべきかな書や。」これは誰の言葉だと思いますか？ 

吉田松陰、坂本龍馬、高杉晋作、西郷隆盛をはじめとする幕末維新の志士達の名言を

集めた本です。生きる勇気が湧いてくる、そんな言葉が沢山あります。同シリーズで

論語（123コ）、親鸞（188シ）もあります。興味のある方は是非読んでみてください。 

平成２５年１０月１５日～ 

平成２５年１１月１５日受付 

１位『祈りの幕が下りる時』 

   東野 圭吾／著、講談社 

２位『とっぴんぱらりの風太郎』 

   万城目 学／著、文藝春秋 

３位『去年の冬、きみと別れ』 

   中村 文則／著、幻冬舎 

４位『だから荒野』 

   桐野 夏生／著、毎日新聞社 

５位『まほろ駅前狂騒曲』 

   三浦 しをん／著、文藝春秋 

 

   

   

 
１位『のせてのせて１００かいだてのバス』 

   マイク・スミス／作、ポプラ社 

２位『パンダ銭湯』 

   ｔｕｐｅｒａ ｔｕｐｅｒａ／さく、 

   絵本社 

３位『どろぼうがっこうぜんいんだつごく』 

かこ さとし／作・絵、偕成社 

４位『どろぼうがっこうだいうんどうかい』 

   かこ さとし／作・絵、偕成社 

５位『どんぐりむらのどんぐりえん』 

   なかや みわ／さく、学研教育出版 
 

 

児童書 

図書館に 聞いてみよう！ 

いつも図書館だよりを読んでいただきありがとうございます。図書館、本、そして利用者の皆

様を繋ぐきっかけになれれば、そんな思いが込められて始まった図書館だより。来年も皆様から

の意見を取り入れ、さらに充実した紙面作りを行っていきたいと思います。どうぞお楽しみに！ 

編
集
後
記 

【今月の事例】 

「あえか」の意味と文例について 

 
一般書 Ｑ．「あえか」とはどういう意味か。 

実際に使用されている文例も見たい。 

Ａ．①『日本語大辞典』（講談社：1995 年） 

『広辞苑』（岩波書店：2008 年） 

以上の２冊使って意味を調べたところ「あえか」とは、

触れれば落ちるようなさまや、たおやかなさまを意味

することがわかりました。 

②実際に使用されている文例ということでしたので、

さらに以下の２冊も確認しました。 

ア．『国語大辞典』（小学館：1988 年） 

イ．『日本国語大辞典』（小学館：2000 年） 

イの方に、『司馬遼太郎短篇全集 第一巻』（文芸春秋：

2005 年）の「戈壁の匈奴」という話の中に、「あえか」

が使われている文章があることが記載されていました

ので、こちらの資料も確認し、文例を見つけることが

出来ました。 

 言葉の意味を調べるには辞典を使いますが、辞典も

出版社によって様々です。１冊で終わらせずに、いろ

いろな辞典を見てみると、新たな発見があるかもしれ

ません。 


